
No.30 

窓から靴をはいて 

Putting on Shoes at the Window 

 

 

窓から靴をはいて 

でも、私は泥棒ではありません 

なぜなら、泥棒は靴を脱ぐ必要がないから…… 

 

玄関が無いわけではないけど、 

窓から靴をはいて、 

旅に出掛けよう 

鍵などかける必要はないさ 

取られる物など何も無いから…… 

 

荷物は荷物になるだけだから、 

好奇心を一握りポケットに入れて、 

足の向くまま、気の向くまま 

気ままなわがままの 

ままならない日常生活を抜け出して…… 

 

◆ 

 

Putting on shoes at the window 

There’s nothing to worry about 

Can you go everywhere you like. 

 

◆ 

 

 


